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1－1研究の目的および意義
1－1－1研究の目的
近年、　日本は貿易収支において黒字が大幅に上回り、
貿易摩擦の深刻化を招き、　ジャパンバッシングなどの制
裁措置を打ち出す国も現れている。　天然資源の乏しい日
本において、　原材料を輸入し工業製晶を輸出するという
貿易構造は変わるものではなく、　安定したGNPの伸び
率を確保するために、　輸出量の増大は必至である．　また、
政府は輸入の促進のため対策をとり、　輸出量に見合った
輸入量を確保しようとしている． 日本の貿易量はますま
す増大する傾向にあると言える。
貿易を行うためには品物を通関する必要，があり、　通関
手続を行う必要がある。　通関手続は法律上だれでも自由
に行うことができるが、　通関手続を行うためには、
〈1〉貿易に関係する諸法令
（2）通関書類の種類および記載要領
（3）税関への申告手続
などに精通している必要があり、　現実には、　通関業者ま
たは海貨業者が貨物を輸出入したい人に代わって通関手
続を行っている。　通関手続の代行を商売とするためには、
通関業法に規定された通関士を各営業所に置かなければ
．＿＿＿⊥＿＿一＿＿＿＿一＿＿」L＿＿＿＿一
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．
一＿一一＿ならないので、　二つの業者には通関手続の專門家として
通関士が必ず存在し、　通関業務に従事している。
通関士は国家試験である通関士試験に合格した者で、
通関業務に従事し税関に対する通関手続の尊門家で、　取
り扱う通関手続に責任を負う者である。
通関士の作業には、
〈1）貿易の内容に対する諸法令の擬触判断を行う作業
（2〉通関書類の選別を行う作業
（3）通関書類の作成を行う作業
（4〉税関へ申告手続を行う作業
があり、　特に通関書類の作成を行う作業には通関、手続に
関する全作業量のおよそ40％を費やしていると書われ
ている。
通関書類の作成作業の一つに貿易品目の分類作業があ
り、　貿易贔目の分類作業は、　輸出入する晶物を晶目別に
分類し、　貿易統計に使用する晶目番号を探，す作業である。
本研究は、　通関手続に関するシステム化への検討を行
うことを目的として、　通関士の貿易品目の分類に関する
ノウハウを計算機化し、　通関業に従事する人を対象とレ
た貿易品目の分類に関する作業を知的に支援するシステ
ムを構築する。　システムの構築を通じて、　通関手続に関
するシステム化への基礎的知見を得るものである。
頁5
．一＿＿一一一一一一一晶
1　1－2　研究の意義
通関手続全般に関するシステム化の一つとして、　通関
書類の作成作業のシステム化が挙げられる。　通関書類は
共通項目を複数の書類に転記し、　ごく一部の内容を変更
．または追加することで完成するものであり、　通関書類に
関する記載事項が一回の入力ですべて済むような通関書
類の自動作成システムが考えられる．　通関書類の自動作
成システムが実現されれば、
（1〉通関書類の作成作業の省力化および標準化
（2〉記入ミスによる通関書類の不備を未然に防止
（3〉通関許可の遅れによる船積の遅延などのトラブルの
防止
といったことが可能となる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　も通関手続に関する通関士が行う作業について、 通関士
の持つノウハウを取り入れた知的なシステ、ムが実現した
ならば、
（4）葬専門家でも通関士の知識を利用して通関手続を行
えること
（5〉通関手続が貿易を行う場合に障害となっていた企業
や個人が貿易を行えるようになり、　貿易が一般化さ
れること
（6）すでに貿易を行っていた企業や個人も通関手続を今
まで以上に効率良く行えること
（7〉通関士のノウハウが分類整理され知識として蓄積す
亘．
、一よ＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿一L一一一一一一上＿　　｝山一一
ること
．（8）蓄積された知識を用いることによって、　容易に通関
士の知識を伝承すること
（1）から（8〉までのようなことが可能となり、　本研究の通
関手続全体に及ぽす影響は大きく意義あるものである．
皇『…
…
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1－2－1　通関手続の流れ
貿易実務辞典段》によると、　貨物の輸出および輸入は、
税関法、　輸出入管理法などの規綱によ　り、　税関に対　し所
定の手続を経て税関の許可がなければ輸出入はできない。
この税関に対する一連の手続を通関手続という、　となっ
ている。　通関手続に欠くことのできない通関書類は重要
なものであり、　通関書類を作成することは手間がかかる
ものでもある、　本研究では、　通関手続を、　貨物を輸出入
する　際に、　　税関法、　輸出入管理法な　どに準拠　して、　　税関
に提出を要する書類を作成し、 税関に対し所定の手続を
経て、 輸出許可書または輸入許可書を受け、 船積または
貨物の引き取りを行えるまでの、　一連の手続を通関手続、
と定義する．
通関手続は輸出通関手続および輸入通関手続に分かれ
る。
輸出の場合には、　図1－1に示す手続の流れで行われ
る。　輸出者は貨物の搬入準備、　運送契約および保険の手
配が終わった後に、　通関業者に輸出通関の代行を依頼す
る．　　通関業者は輸出者か　ら送　られた信用状、　　商業送　り　状
および包装明細書をもとに輸出通関に必要な書類を作成
し、　貨物を保税地域に搬入して、　輸出通関の準備を終え
る。　通関業者は税関に輸出通関申告を行い、　税関の貨物
頁　2
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輪　　出　　者 → 通關業者 書類審査 税関輪出通開部→　通関書類
←輪出許可書←
← 貨物検査保税地域
船
→　情報の流れ　　⇒物の流れ
　図1－1　輪出通開手続の流れ
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受けた後に、　船積みを行う。
輸入の場合には、　図1－2に示す手続の流れで行われ
る。　輸入者は貨物到着通知を受けた後に、　通関業者に輸
入通関の代行を依頼する．　通関業者は船卸しを行い、　税
関の許可を得て、　貨物を保税地域に搬入する。　通関業者
は輸入者から送られた船荷証券および船積書類をもとに、
輸入通関に必要な書類を作成して輸入通関の準備を一終え
る．　通関業者は税関に輸入通関申告を行い、　税関の貨物
検査を受ける。　通関業者は税関から輸入許可証の交付を
受けた後に、　貨物の引き取りを行う．
税関に輸出申告または輸入申告を行うときに必要とな
る書類が通関書類であり、　通関書類は通関を速やかに行
うために必要な書類を選択し、　書類ごとに正しく記載し、
作成しなければならない。
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輪　　入　　者 → 通関業者 →　通関書類
書類審査
税関輪入通関部
←輪入許可書←
　　　　　←保税地域 貨物検一査
船
→　情報の流れ　　【⇒物の流れ
　図1－2　輪入通関手続の流れ
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1－2－2　通関書類
税関に輸出串告または輸入申告を行うときに必要とな
る書類を通関書類という。　通関書類は輸出申告用書類お
よび輸入申告馬書類に大別できる。
輸出申告用書類は輸出申告書および添付書類であり、
添付書類には表1－1に示すようなものがある。　輸入申
告用書類は輸入肉告書および添付書類であり、　添付書類
には表1－2に示すようなものがある．
添付書類には通関串告に必須な書類および貿易の内容
によって必要になる書類がある。　通関士は貨物の種類、
貿易代金の決済方法、　取引相手の国籍などの貿易の内容
が関係する法令の抵触するかどうかを判断し、 添付書類
に含まれる書類のを選別を行っている。　通関書類の選別
を行うために通関士には、
（1〉関係する法令の解釈
（2〉貿易の内容の見極め
（3〉関係する法令の適用および処理
が必要である。
現在、　通関業者では通関士が過去に取り扱った通関書
類のデータは、　ファイルとして保存されているので、　通
関業者内の誰でも通関書類が作成できるようになってい
る．　しかし、　はじめて取り扱う通関申告の書類の作成は、
貿易の内容が通関士の経験で処理できる場合には問題と
ならないが、　経験で処理できない場合rには新たに必要な
頁　　口
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表1－1　輸出申告用の添付書類
添付書類名
輸出報告書
商業送り状
包装明細書
輸出承認書
輸出取引承認書
コンテナ扱申出書
コンテナ詰貨物証明書
輸出証明申講書
書類が必要となる場合
通関申告に必須
通関申告に必須
通関申告に必須
戦略物資、需給調製物資などの貨物の場合
輸出組合で自主規制しれいる貨物の場合
コンテナに貨物を詰めたままで通関する場合
コンテナ扱申出書と使用する包装明細書
内国消費税の免税を受ける場合
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表1－2　輸入申告用の添付書類
添付書類名
輸入報告書
商業送り状
包装明細書
輸入承認書
検査証明書
関税納付書
減免税明細書
書類が必要となる場合
通関申告に必須
通関申告に必須
通関申告に必須
輸入の割当を受けること要する貨物の場合
植物検疫法、食品衛生法などの規制よる場合
貨物が有税品である場合
内国消費税の減免税規定を受ける場合
頁辟
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知識を習得しなければならないという問題がある。
輸出申告書および輸入串告書を図1－3および図1一
4に示す。　輸出申告書または輸入申告書の記載項目には、
晶物の名前、　数量、　価格、　仕向地、　積込港、　積載船名な
ど確定的な項目、　関係する法令に関する項目および統計
晶目番号または関税率番号の項目がある。
確定的な項目とは貿易取引が決まれば、　信用状（L／C）、
商業送り状および包装明細書を参照して記入できる項目
である。　法令に関する項目とは貿易の内容が抵触する法
令の条項の番号を記入する項目であり、　統計晶目番号ま
たは関税率番号の項目は、　税関が貿易統計を行うためま
たは関税の算定のために用いる項目である。　この項目を
記載するために通関士には、
（1）通関書類の記載要領
（2〉統計晶爵表
（3〉関税晶目分類表
などに精通することが要求されている。
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日本では関税法第102条で、　税関が輸出された貨物
および輸入された貨物につき、　統講を作成すべきことが
規定されている。　大蔵省はこの輸出入統計の作成のため
に、　1988年から原則的にはHS条約の晶目分類に、
国内の統計晶目分類を加えた9桁の区分番号を使用して
いる．　HS条約とは、　商晶の名称および分類についての
統一システム（9＆r蟄o鍛卜ze，aSyste顯〉に関する条約の通
称である。　この条約にもとづく商品分類体系は、　6桁番
号の区分で5，019　項目あるが、　日本では電気エネル
ギーの項目を採用していないので5，．018項目となって
いる．
HS条約の品目分類にもとづいて作成された統計晶目
表は、　参照上の便宜のために、　部、　類および節に表題が
設けられ、　部および類にっいては目次としてまとめられ
ている。　部はいくつかの類で、　類は数十の節で、　節は数
品目で構成されている。　統計品目表の品目数は、　198
8　年　8　月　1　日　現在、　　輸出統計品　目　表で　6　，4　8　6　品　目　あ　り、
輸入統計晶目表で8，513品目ある。
輸出統計晶　目　番号は、　　輸出　申告書、　　輸出報告書、　　輸出
承認書および輸出許可書に記載欄があり、　輸入統計晶目
番号は輸入申告書に記載欄がある．　これらの書類のほと
んどが通関申告に必須な書類である。
統計品目番号を特定する作業は、　輸出統計品目表また
一＿＿＿一⊥
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は輸入統計品目表の品目分類規則に従って、　輸出入する
品物の名称および特徴から品目番号を特定するものであ
り、　この作業には
（1〉統計晶目表
（2〉晶目分類規則
（3〉品物の機能、　用途、　材質、　形状、　性能等の特徴
などに精通する必要がある、　通関士一人の取り扱う貿易
晶にはおのずと限界があり、　商晶の種類による作業の細
分化が行われているだけでなく、　技術の進歩にともない
通関士には品物の特徴を見極めるために、　新たな知識が
要求されるという間題がある。
一
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一1－3本論文の構成
第1章では、　研究の目的および意義について述べ、　通
関手続の流れ、　通関書類の種類および記載項目、　統計品
目番号および通関士の役割について明らかにした。
第2章では、　通関手続に関する通関士の作業を記述し、
本研究においてシステム化の対象とする通関士の貿易品
目の分類作業の分析を行い、　システム化の方法について
検討を行い、　システムに必要な機能を明らかにする、
第3章では、　貿易品目分類システムの構成を記述し、
システムの各構成要素の機能および構築方法について述
べ、　システムの動作を明らかにする。
第4章では、　システムテストの目的および方法を記述
し、　構築したシステムについて獲得した知識　出力特性
および通関手続全般に関するシステム化への検討および
考察を行う．
第5章では、　本研究で得られた結論を明らかにする。
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ム　の設計
2一王　システム化の対象領域および方法
2－1－1　通関手続全般に関するシステム化への構
想
通関手続において通関士が行う作業には、　輸出の場合、
輸出者から送られた信用状、　商業送り状および包装明細
書をもとに輸出通関書類が作成する作業、　税関に輸出通
関申告を行う作業があり、　輸入の場合、　輸入者から送ら
れた船荷証券および船積書類をもとに輸入通関書類を作
成する作業および税関に輸入通関串告を行う作業がある。
通関士の行う作業を分析することから、　通関手続全般
におけるシステム化への検討を行い、　通関手続の知的支
援システムの全体像を明らかにする．
（1）貿易の内容に対する諸法令の抵触判漸を行う作業
輸出および輸入のどちらの場合においても、　通関士は
①輸出者または輸入者から送られてくる書類をもとに
して、　取り扱う貨物の種類、　貿易代金の決済方法な
どの貿易の内容の解釈を行う。
②輸出入管理法、　関税法などの貿易を管理している法
令および植物検疫法、　不当競争防止法などの国内法
の中から、　貿易の内容が明らかに抵触する法令およ
頁　渇
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び懸触する可能性のある法令を絞り込んでいる。
法令に抵触する可能性のある貿易の内容とは、　貿易の内
容が抵触するかどうか白黒つけ難い部分にあるものであ
り、　該当する法令の解釈を行っても不確定であるときに
は、　該当する法令を運用している省庁に抵触の判断につ
いて問い合わせを行っている。　貿易の内容の解釈、　法令
の解釈および適用を行うために、
①外国．為替に関する知識
②貿易品に関する知識
③貿易取引の契約に関する知識
④関税法、　輸出入管理法などの法令を解釈および適用
する知識
などの専門的な知識が必要とされる。　この作業をシステ
ム化するためには通関士の持つ膨大な知識の獲得が必要
となる。
（2〉通関書類の選定作業
通関申告書に添付するその他書類は、　貿易の内容が抵
触した法令に従って、　通関申告に必要となる書類の選定
を行う。　抵触した法令を運用している省庁に対して、　輸
出入の許可、　承認または確認の申請手続を行い、　通関申
告時に必要となる証書の発行または交付を受ける。　この
証書を取り揃えることによって、　通関申告書に添付する
書類が作成できる．　r通関書類の選定作業は貿易の内容が
諸法令に抵触するかどうかの判断を行った結果として生
じる作業である。　この作業をシステム化するためには、
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一貿易の内容が法令に抵触または非抵触であるという通関
士による判断の結果が必要となるが、　通関士による判断
の結果または同等の判断結果を計算機に入力する形式を
とれば、　必要な申請手続に用いる申請書の選別が行え、
申請書を作成することが可能となる。
〈3〉通関書類の作成作業
通関書類を完成するためには、　証書を除いた書類を記
載要領に従って記入しなければならない。　記載項目には
信用状、　商業送り状および包装明細書を参照して記入で
きる項目、　貿、易の内容が抵触した法令の条項を記入する
項目、　統計晶目番号または関税率番号の項目がある。　こ
の作業は通関申告に必須な書類に貿易の内容を記入する
作業である。　この作業をシステム化するためには法令の
条項の記入項目および統計品目番号または関税率番号の
項目が計算機よって判断できれば、　数種類の通関書類の
自動作成が可能となる。
通関手続知的支援システムは（1〉からく3）までの作業を
システム化することによって構築できる。　通関手続知的
支援システムは（1〉から（3）までの作業に対応するサブシ
ステムで構成され、　その構成は図2一一1に示すように、
貿易関係法令適用サブシステム、　通関書類選別サブシス
テムおよび通関書類作成サブシステムで構成される．
通関手続に関する作業の中で作業量の多い通関書類の
作成作業をはじめにシステム化することが適当と考え、
通関書類の作成作業からシステム化を計る対象とした。
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通関手続知的支援システム
貿易関係法令適用システム
遍関書類作成システム
貿易品目分類シヌテム
通関書類選別システム
図2－1　通関手続知的支援シス子ムの構成
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＿一＿＿⊥＿＿＿一　　＿⊥＿一＿＿＿＿＿一＿＿一＿＿システム化を行う上で問題となる通関書類の項目は法令
の条項の番号の項目および統計品目番号または関税率番
号の項目であるが、　（1）の作業のシステム化によって法
令の条項の番号の項目は記入できるようになる。　統計品
国番号または関税率番号の項目は通関書類を作成する作
業ではじめて考慮する項目であり、　統計品目番号または
関税率番号を特定する作業の分析を行い、　この項目を記
入する作業をシステム化することが必要である。
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一 ＿＿一し一＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿一一L一 ＿＿＿＿一2－1－2　貿易晶目の分類作業の分析およびシステ
ム化の方法
通関士が統計晶目番号を特定する作業の流れを図2一
2示す。　通関士は取り扱う晶物が分類されそうな類の表
題を統計品目表の目次で探す。　おおよその見当をつけた
類に属する節について、　先頭から順番に節の表題と晶物
の特徴を比べていき、　晶物が含まれる節を探す。　晶物が
含まれる節と判断したら、　晶物の特徴に品目分類の条件
を適嗣して晶物を分類する。　品物をひとつの晶目に分類
し、　晶目に対応した統計品目番号を特定する。
この作業は、　晶物が含まれる類および節を探す作業、
品物の特徴を見極めるための作業および品目表の分類条
件を解釈し品物に適用する作業に分解できる。
晶物が含まれる類および節を探す作業は、　取り扱う品
物を代表する表題または晶名へ変換する作業と言える。
通関士は主として取り扱う晶物の名称から品物を包括す
るような晶名へ変換して、　晶目表の目次を用いて類の表
題と比較している．　通関士は取り扱い頻度の高い品物に
ついては自次を用いずに、　節の表題まで一気に分類して
いる。　この作業には、　通関士の持つ統計品目表の構成に
関する知識が必要とされる．
取り扱う品物の特徴を見極める作業は、　品物を品目分
類するために必要な特徴を抽出する作業である。　通関士
は品物を包括するような品名へ変換した結果を用いて、
一「
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取り扱う品物
目次で品物の特徴と類の表題の比較
晶物が分類されそう．な類の選定
品物の特徴と節の表題の比較
品物が分類される節の選定一
品物の特徴へ品目の分類条件の適絹
品目番号の特定
図2－2　統計品目番号の特定作業の流れ
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　　　一品物の持つ色々な特徴から品物を品目分類するために使
用する特徴を絞り込んでいる。　通関士のもっている品物
に関する知識および品物の仕様書等を用いて、　取り扱う
品物の特徴から絞り込んだ特徴を抽出している。　この作
業には通関士の持つ商品に関する知識が必要とされる。
品目表の分類条件を解釈し品物に適用する作業は、　品
物を分類する’過程において、　品目別に分岐するときの分
類条』件を解釈し、　品物の特徴に分類条件を適用し、　品物
を一つの品目に分類する作業であり、　主に節（4桁〉以
降を分類するための作業である。　品物の特徴が分類条件
を満たせば、　一段下の分類条件の解釈適用を行い、　満た
さなけれぱ同じ階層の分類条件の解釈適用を行うことを
繰り返し、　一つの品目に分類し統計品目番号の特定を行
う。　この作業には、　通関士の持つ統計晶目表の適用に関
する知識が必要とされる、
本研究では通関士が統計品目表の構成知識、　商品知識
および統計品目表の適用知識を用いて行っている続計品
目番号を特定する作業をシステム化の対象領域とした。
取り扱う晶物を代表する表題または晶名へ変換を行う
ことは、　統計品目表の晶名から取り扱う品物の名称を検
索することと同等と考えたので、　取り扱う品物と晶目表
の表題または品名との概念の対応をとるために、　シソー
ラスを採用し、　概念の溝を埋めることにした。　シソーラ
スを採用した理由は、　シソーラスが統制言語のひとつで
あり、　用語間の概念のレベルおよび用語の概念の範囲を
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＿＿＿一＿…一一一一一一一統制し、　概念の分散を防ぐことができるので、　取り扱う
品物のもう概念を品目表の表題または品名のもつ概念の
どれかに置き換えることができる。　統計品自表の晶名か
らシソーラスを作成し、　取り扱う品物の名称を検索する
ことによって、　品物が含まれる類および節を探す作業を
システム化することとした。
品物から特徴を抽出するためには、　通関士の持つ商晶
知識が必要とされ、　この知識を計算機化することによっ
て、　通関士と同程度に取り扱う品物の特徴を見極める作
業がシステム化できると考えた。
品目別に分岐するときの分類条件を解釈し、　品物の特
徴に分類条件を適用し、　品物を一つ品目に分類するため
には、　通関士の持つ統詳品目表の適用知識が必要とされ、
この知識を計算機化することによって、　通関士と同程度
に晶目表の分類条件を解釈し品物に適用する作業がシス
テム化できると考えた。
通関士の知識を用いてシステム化を計る二つの作業に
ついて、　通関士からヒアリング調査を行い、　ヒアリング
調査から獲得できた知識に適する形で知識を表現し、　表
現した知識を運用することによって、・知的に問題解決が
行える方法で二つの作業をシステム化することとした。
頁酋
一＿一 一2－2　統計品目表および統計品目番号の構成
品物の所属は項の規定およびこれに関係する部または
類の注の規定に従うことが、　統計品目表の適用の原則で
ある。　品目の分類に関する注意事項または特例事項が部
および類に設けられており、　それぞれ部注および類溢と
呼ばれている。　部注または類注では、
（1）部および類から除外される品物に関する規定
（2〉部および類で特に用いられる分類規則
〈3〉部および類で使用される用語の定義
が定められている。　部注および類注の除外規定は部が後
半に進むにつれ増える傾向がある。　これは機器などに使
用される部分品が前半の部の品目に含まれるためである、
図2－3に第16部の部注の一部を示す。　除外規定の内
容は図2－3に示す（のから（g〉および（ij）のように、　構
成する材料および用途で分類する晶物を規定するものが
ほとんどである。　用語の定義は化学薬品、　繊維品等の品
物の構成成分、　鋼管、　材木等の形状などを定量的に定義
するものおよび図2－3に示す（a〉から（g〉に記述される
技術的用途、　はん用性の部分晶、　互換性工具等の品物の
用途、　図2－3に示す（ij）に記述されるような製造時の
加工方法などを限定するものがある。　分類規則は部およ
び類に含まれる品物の特徴に合わせた分類が必要となる
場合に設けられる。　具体的な例として16部の分類規則
を挙げると、　複数の機械から構成され、　全体として一つ
一
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第16部　機械類及び電気機器並びにこれら
　　　　の部分品並びに録音機、音声再生
　　　　機並びにテレビジョンの映像及び
　　　　音声の記録用又は再生用の機器並
　　　　びにこれらの部分品及び附属品
Section　XVI　Machinery　and　mechanical
　apPli我nces；electrical　equipment；
　parts　thereof；sound　recorders　and
　reproducers，television　image　and
　sound　recorders　and　reproducers，＆nd
　parts　and＆ccessories　of　such　articles
1　この部には、次の物晶を含まない。
（a）伝動用又はコンベヤ用のベルト及びベルチングで、第
　39類のプラスチック製のもの及び加硫ゴム製のもの（第
　40．10項参照）亜びに機械類、電気機器その他の技術的用
　途に供する種類の加硫ゴム（硬質ゴムを除く。）製品（第
　40．16項参照）
（b）革製品及びコンポジションレザー製品（第42．04項参
　照）並びに毛皮製品（第43．03項参照）で、機械類その他の
　技術的用途に供する種類のもの
（c）　ボビン、スプール、コップ、コーン、コア、リールそ
　の他これらに類する巻取用品（材料を問わない。例えば、
　第39類、第40類、第44類、第48類及び第15部参照）
（d）　ジャカードその他これに類する機械に使用するせん孔
　カード（例えば、第39類、第48類及び第15部参照）
（e）　伝動用又はコンベヤ用の紡織用繊維製ベルト（第59．10
　項参照）及び技術的用途に供する紡織用繊維のその他の
　製品（第59．11項参照）
（f）第71．02項から第71．04項までの天然、合成又は再生の
　貴石及び半貴石並びに第71．16項の製品でこれらの貴石
　又は半貴石のみから成るもの（針用に加工したサファイ
　ヤ及びダイヤモンドで、取り付けられていないものを除
　　く（第85．22項参照）ろ）
（g）第15部の注2の卑金属製のはん用性の部分品（第15部
　参照）及びプラスチック製のこれに類する物品（第39類参
　照）
（h）　ドリルパイプ（第73．04項参照）
（萱j）金属の線又はストリップから製造したエンドレスベル
　　ト（第15部参照）
（k）　第82類又は第83類の物品
（1）策17部の物品
（m）　第90類の物品
（n）第91類の時計その他の物品
（o）第82．07項の互換性工具、これに類する互換性工具（作
　用する部分を構成する材料により、例えば、第40類、第
　42類、第43類、第45類、第59類、第68’04項又は第69．09
　項に属する。）及び機械の部分品として使用する種類の第
　96．03項σ）プラシ
Notes．
隻．一This　Section　does　not　cover：
　｛a）Transmission　or　conveyor　belts　or　belting，of　plas－
　　tics　of　Chapter39，0r　of　vu豊callised　rubber　（head
　　ing　Nα40．10）；or　other　articles　of　a　kind　used　in
　　machinery　or　mechanical　or　electrical　appbances
　　or　for　other　　technical　uses，　of　ullhardened
　　vulcan｛sed　rubber（heading　No．40．16）；
　（b）Articles　oneather　or　of　composition　leather（head－
　　ing　No。42．04）or　of　furskin（heading　No．43，03），
　　of　a　kind　used　in　machinery　or　mechanlcal　al）plト
　　ances　or　for　other　technical　uses；
　（c）Bobbins，spools，cops，cones，cores，ree墨s　or　s　i　m　i　hr
　　supports，of　any　materia1（for　example，Chapter39，
　　40，440r480r　Section　XV）；
　（d）Perforated　cards　for　Jacquard　or　similar　machi．nes
　　（for　example，Chapter390r480r　Section　XV）i
　（e）Transmission　or　conveyor　belts　of　textileττlateriai
　　（heading　Nα59．10）or　other　artlcles　of　textile　ma－
　　terial　for¢chnical　uses（heading　No，59．1豆）；
　（f）Precious　or　semi－precious　stones　（natural，syl1－
　　thetic　or　reconstructed）of　head至ngs　Nos．71，02to
　　　7亘．04，0r　articles　whoUy　of　such　stolles　of　he21di！1g
　　Nα　71．蓋6，except　unmounted　wQrked　sar）1）hh℃＄
　　and　diamonds　for　styli（headi！1g　Nα85．2211
　（9）Parts　of　general　use，as　defined　in　Note　2　to　Sec・
　　tion　XV，of　base　metal（Section　XV〉，or　similar
　　goods　of　p童astics（Chapter39）；
　（h）Drill　pipe（heading　No．73．04〉；
　（ij）Endless　belts　of　metal　wire　or　strip　ISecti〔）n　XV）；
（k）Articles　of　Chapter820r83；
（D　Artides　of　Section　XVII；
（m）ArticlesofChapter90；
（n）Cl㏄ks，watches　or　other　articles　of　Chapter　g　h
（o）Interchangeable　tools　of　heading　No，　82，07　（〕r
　　brushes　of　a　kind　used　as　parts　of　machlnes（〕f
　　heading　No．96．03；similar　interchang（〕able　t（x）ls
　are　to　be　classified　according　to　the　cons童員．uent
　　material　of　their　working　part（for　example，iu
　Chapter40，42，43，450r590r　headillg　No．69，0イ
図2 3 輸出統計品目表の部注
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＿ユ＿一＿＿＿＿一」＿一L 一＿L一＿＿＿＿一の機能を果たす場合には、　その機能によって分類を決め
るという規則がある。
部の分類は22部に分けられており、　類の分類は97
類に分けられている。　部はいくつかの類で構成され、　類
は数十の節で構成される贈層構造を成している、　統計品
目表の構造を図2－4に示す。　統計品目表の配列は動物
性、　植物性および鉱物性の漂材料から始まり、　プラスチ
ッ　久　　ゴム、　木材、　ガラスなどの工業原料へ続き、　最後
に高度な技術を使用した機器製晶となっている。　この配
列は品目の分類条件に影響を与．えている。　分類条件は晶
物の材料の種類から始まり、　品物の構成成分、　形状およ
び用途などの条件が付加され、　最後に晶物の機能となっ
ている．　どんな晶物でもどこかの品目に分類できるよう
に、　類ごとにバスケットと呼ばれるその他に当たる節の
分類晶目が用意Pされている。
輸出統計晶目表の・一部を図2－5に示す。　番号欄には
HS条約と同等の6桁区分の品目番号が記述され、　細分
番号欄には国内統計番号が記述されている。 鐸ACCS
用欄には航空貨物の通関に使用する晶目番号が記述され、
10桁の品目番号として嗣いられる．　品名欄には晶目番
号に対応する晶名が記述されている。　品名に付加されて
いる記号一は晶目分類の深さを示し、　数が多いほど晶目
分類が深いことを表している。　単位の欄には輸出申告書
に品物の数量を記入する際に使用する単位が記述されて
いる。　参考欄には贔目に対して抵触する可能牲のある規
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図2－4　統計品目表の構造
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番号 細分 NA ザ単位
番号
ub．
CC 品、　　　名 UNIT DESCRIPTION 参　考
NO no S用 1 H
8401．400000 一一 子炉の部分品 KG 一Parts　of　nuclear　reactors貿13，14，39，
49，60，66，67，
2－20
84．02 蒸気発生ボイラー（低圧蒸気も発生 Steam　or　other　vapour　generating
することができるセントラルヒーテ boilers　（other　than　central　heating
イング用温水ボイラーを除く。）及び hot　water　boilers　capable　also　of
過熱水ボイラー producing　bw　pressure　steamll
supe卜heated　water　bo謎ers；
一蒸気発生ボィラー 一Steam　or　other　vapour　generating
boilers二
8402．110006 一一 管ボイラー（蒸気の発生量が NO KG 一一 atertube　boilers　with　a　steam貿13，14．39，
毎時45トンを超えるものに限 production　exceeding　45　t　per49，66，67，
る。） hour 正63．2－20
8402．120005 一一 管ボイラー（蒸気の発生量が NO KG 一一 atertube　boners　with　a　steamノノ
毎時45トン以下のものに限る。） production　Ilot　exceeding　45　t
per　hour
8402．190005 一一 の他の蒸気発生ボイラー（絹 NO KG 一一 ther　　　vapour　　　　gene「atin9ゲ
合せボイラーを含む。） boners，　　　incLuding　　　hybrid
boilers
8402．200004 一過熱水ボィラー NO KG 一Super－heated　water　boilersノ！
8402．90 一部分品 一PartSl
1006 一一 形炉筒及び罐胴 KG 一一 orrugated　furnaces　and　boi　lershells
9001 一一 の他のもの KG 一一 ther＿
84．03 セントラルヒーティング用ボイラー Central　heating　　boilers　other　than
（第84．02項のものを除く。） those　of　heading　No，84．02：
8403．100005 一ボイラー NO KG 一Boilers
8403．900002一部分品 KG 一Parts
84．04 補助機器（第84．02項又は第84．03項 Auxiliary　plant　for　use　with　boilers
のボイラー用のものに限る。例えぱ、 of　heading　No，84．02　0r84，03　1for
エコノマイザー、過熱器、すす除去 example，economisers、super－heaters、
器及びガス回収器）及び蒸気原動機 sOot　removers，gas　reCoverersL　con一
用復水器 densers　for　steam　or　other　vapour
power　units：
8404．10 一一 助機器（第84．02項又は第84，03 一Auxihary　plant　for　use　with
項のボイラー用のものに限る。） boner80f　heading　Nα　84，02　0r
84，03：
1005 一一 コノマイザー KG 一一 conomisers
2000 一一 ィードウォーターヒーター KG 一一 eed－water　heaters
9000 一一 の他のもの KG 一一 ther
8404．200000 一蒸気原動機用復水器 KG 一Condensers　for　steam　or　other
vapour　power　units
8404．900000 一部分品 KG 一Parts 貿163・
図　2 5 輸出統計晶目表
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嗣法令が記述されており、　通関書類を選別する際の目安
に使用される。
品名は英語で書かれたas条約の品目分類から日本語
に翻訳されたものである。　翻訳が直訳に近いので、　一般
的な日本語でない場合がある。　例を示すと、　電子式訴算
機と㌧、う品名葛ま、　Electro融icca，1c趨1ati擁g搬acぬi1茎esを
翻訳したもので、　コンピュータを表す言葉ではなく、　電
卓に近い品物の総称として使用されている。　自動データ
処理機械という晶名は、　A媛to斑atic　莚ataproceSS1119
羅ac血hesを翻訳したもので、　コンピュータの総称として
使用されている、
統計晶目番号の構造を図2－6に示す、　統計品目番号
はHS条約の6桁番号区分に3桁の統計細分番号を加え
た9桁の商晶分類コードである。　統計分類番号は日本が
独自で定めた3桁の統計番号であり、　輸出および輸入で
異なる統計分類が定められている。　輸出統計晶目番号お
よび輸入統計品目番号はHSコードの6桁の部分は共通
であるが、 統計細分番号を加えた9桁では異なる番号と
なる．　図2－6で示した統計品目番号は図2－5に示し
た輸出統計品目表の水管ボイラーに対応するものであり、
品目番号は類の分類と上2桁（84〉が対応し、　節の分
類と上4桁（8402）が対応する．　晶目分類における
番号の区切りは、　2桁（84〉、　4桁（8402）、　6
桁（8402玉1）および9桁（840211000）
である。　番号の区切りにおいて品目別に分岐する．ときの
夏 轟
■一＿＿」＿
　HSコード　統計細分番号
　「一「「　8402叢1000匿ゴ
　　　節
　　　統訴品目番号　　　　一
図2－6　銃計品目番号の構成
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分類条件が定められている。
夏一．『．．ミ7、
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統計晶目番号の特定する作業は、　晶物が含まれる類お
よび篤を探す作業、　品物の特徴を見極めるための作業お
よび晶目分類の条件を解釈し晶物に適用する作業に分解
できたので、　システムに必要な機能はそれぞ．れの作業に
対応するものとなる。　作業と機能の対応を図2－7に示
す．
システムに必要な機能は、　品物の特徴を抽出する機能、
統計品目表の分類規則適用機能および統髄品名変換機能
である。
統制品名変換機能は、　品物が含まれる類および節を探
す作業に対応する機能であり、　取り扱う貨物の品名から
統計品目表に記載されている統翻された品名へ変換する
機能である。
品物の特徴拍出機能は、　品物の特徴を見極めるための
作業に対応する機能であり、　品目番号を特定するために
必要な品物の特徴を取り扱う品物から抽出する機能であ
る。
統計品目表の分類規則適用機能は、　晶目分類の条件を
解釈し品物に適用する作業に対応する機能であり、　取り
扱う晶物から抽出した特徴に統計品目表の分類規則を適
用して、　統計晶目番号を特定する機能である。
皇．一 33
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貿易品目の分類作業
品物が含まれる類および
節を探す作業
品物の特徴を見極めるた
めの作業
システムに必要な機能
o●
o●
統制晶名変換機能
品物の特徴抽出機能
晶目分類の条件を解釈し
品物に適用する作業 統計品目表の分類規則適用機能
図2－7　作業と必要機能の対応関係
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一
ム　の　構築
3－1　貿易品目分類システムの構成
貿易晶目分類システムの構成を図3－1に示す、　シス
テムは、　統制品名検索部、　晶目番号特定部、　作業記憶部
およびユーザインタフェースで構成される。
システムの設計で必要とした機能と構築した機能との
対応を図3－2に示す。　統制贔名変換機能は取扱品名の
適合判漸機能、　統制語検索機能および関係語検索機能か
ら構成される。　計算機で取扱品名と索引語との文字列比1
較を行う場合に、　取扱品名を単なる文字コードの列とし
か見ないので、　文字コードが完全に一致したときだけに
同じ意昧をもつと判断する。　取扱品名と索引語との対応
関係を広げるために、　取扱晶名を分割して索引語と文字
列比較を行う取扱品名の適合判断機能を設けた。　取扱晶
名と対応づけた索引語が品目表に記載されている晶名で
なかった場合に、　索引語の関係語を用いて取扱品名に対
応する統制語に変換するために統制語検索機能および関
係語検索機能を設けた。
晶物の特徴抽出機能は関係語検索機能機能および品目
分類用特徴抽出機能から構成される。　取扱品名から品目
の分類に使用する特徴を絞り込むために、　取扱品名と対
応づけた索引語および変換された統嗣語から品目の分類
頁　4〈）
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作業記憶部 統制晶名検索部
検索機構 品名辞書
品目番号特定部
推論機構 知識ベース
一
ユーザインタフェース
図3－1　貿易品目分類システムの構成
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　　システムに必要な機能　　　　　　 構築した機能
統翻品名変換機能　　　　　　　　　　　取扱品名の適合判断機能
　　　　　　　　　　　　　　　　　　統制語検索機能
品聖特徴抽出機能　　　関係語検轍能
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　晶目分類用特徴抽出機能
統計品目表の分　用機能 器llll機能
　　　図3－2　必要な機能とシステムの機能の対応関係図
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に使用する特徴を絞り込み、　ユーザまたは商晶特徴知識
から品物の特徴を抽出する晶目分類用特徴抽出機能を設
けた．
統計品目表の分類規則適用機能は、　分類条件探索機能
および分類条件適用判断機能から構成される。　晶物の特
徴から適用できる可能性がある晶目番号を探索するため
に、　晶目番号の構造を利用して品目番号の桁区切りまで
が一致する晶目番号を順に探索する分類条件探索機能を
設けた。　分類条件が取り扱う晶物に適用できるかどうか
判断するために、　抽出した特徴と分類条件とを数値の比
較演算および文字列比較を行って適用判断を行う分類条
件適用判断機能を設けた。
システムの構築に使用したハードウェアおよびソフト
ウェアとして、 計算機は富士通FMR－70を、OSは
班S－DOSおよび開発言語はLattice　Cを使
用した。
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3－2－1　統制品名検索部の構成および機能
統割品名検索部の構成を図3－3に示す．　統制晶名検
索部は、　検索機構および品名辞書で構成される。
統制品名検索部の機能には取扱品名の適合判断機能、
統制語検索機能および関係語検索機能がある．　取扱晶名
の適合判断機能は、　取扱品名、　取扱晶名の断片語または
取扱晶名の意昧的断片語と等価な索引語を検索する機能
である．　関係語検索機能は索引語の優先語、　上位語、　下
位語および関連語を検索する機能である、　統制語検索機
能は導入語から統制語へ変換する機能である。
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図3－3統制品名検索部の構成
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3－2－2　品名辞書
品名辞書に収録した用語は語形、　綴りおよび使用文字
について、　（1〉から（3）の統割を行った。
（1〉語形は名詞または名詞句の単数形とした．
（2）綴りは統計晶目表を基準とし、　統計品目表にない用
語は広辞苑く4）、　機械用語辞典（6）などを参考にした。
（3〉文字は英数字、　カタカナ、　ひらがなおよび漢字を使
用した。
〈1〉の統制は統計晶目表の品名が名詞および名詞句で記
述されていることから行った。　（2〉の統制は一般性のあ
る綴りが望ましいことから行った．　（3）の統制は慣用さ
れている用語が表現できると入力時にユーザヘの負担が
軽減できることから行った。　収録した用語の表記順序に
ついては、　カタカナ、　ひらがなおよび漢字は五十音順で
分類し、　カタカナ、　ひらがな、　漢字の優先順位で表記し
た。　英字は独立させてアルファベット順に分類表記し、
数字は独立させて昇順に分類表記した．
晶名辞書の収録語彙は索引語として使用される。　索引
語は図3－4で示すように統制語および導入語で構成す
る。
統制語は統計晶目表の類および節への索引付けに使期
する語彙であり、　晶目表において定義される晶物の名称
を集めた語彙である。　統制語には統計晶目表に記載され
ている品名を用いた、
頁　妬
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索引語
統制語 導入語
図3－4　用語の概念図
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一＿↓＿＿導入語は取扱品名から統制語に変換するときに、　橋渡
しを行う語彙であり、　統制語と概念的に等価関係、　階層
関係または関連関係にある語彙である。　統制語と等価関
係の語彙は統制語の同義語および異形語で構成される．
統制語と階層関係の語彙は統制語の上位概念語および下
位概念語で構成され、　階層は上位概念語および下位概念
語ともに一階層とした。　統制語と関連関係の語彙は統制
語が表す晶物を構成するのに、　不可欠な要素となる品物
の名称で構成される。
導入語には統計品目表には記載されない、　より具体的
で概念範囲の狭い品名が記載されている関税率表解説の
品名を用いた。　関税率表解説は関税晶目分類表の適用に
関する解説書であり、　関税品目分類表は6桁区分の品目
分類表で統計品目表の6桁区分と同一である。
晶名辞書の作成には、　統計品目表の品目分類を利用し
て、　類の分類の品名、　簾の分類の晶名、　6桁番号の品名
および9桁番号の品名と階層的に分類した。　この分類に
関税率表解説に記載されている晶名を加えることによっ
て統制語および導入語の語彙を作成することができる。
品名辞書の記述例を図3－5に示す。　取扱晶名から統
制語に変換を行う際に、　索引語を総当たりで検索するこ
とは効率が悪いので統翻語と導入語を区別する必要があ
り、　索引語には接頭記号を使用して、　統制語と導入語を
区別し、　変換の効率の向上を計った。　統制語と導入語を
区別したことによって、　辞書の語彙の識別が行い易くな
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　　晦　　サ　　kW　　セントラルヒーティング用潔イラー　　bt　　潔イラー　　uf　P　温水ボイラ」　　uf　　熱水潔イラー
　　』酬　　スートブ領ワ　　u艶　すす除去器
　　kW　　スラッジ除去器　　bt　　ボイラー用補助機慕
　　しb　　さ　　騨　　作業機械　　bt　　機械・『nt　　運搬機械　　醜　　建設機械　　nt　　農林用機械　　酸　　繊維機械　　舵　　金属加工機械　　nt
　コンピュータ機器　　kw　　蒸気アキュムレーター　　bt’　ボイ1ラー用補助機器
　　脳　　蒸気機関　　駐　　外燃機．関
　　i〈W　　蒸気原動機用復水器　　bt　　蒸気復水器　．nt　　表面復水器　　nt　　混合復水器　　nt　　空冷式復水器
　　1〈W　　蒸気収集器　　bセ　　ボイラー用補助機器
　　廟　蒸気タービン　bt　外燃機関　　鮎・　蒸気発生器　　u詑　ポイラー　　酬　　蒸気発生装置　　．U＄9　ボイラー　　1劔　　蒸気発生ボイラー　　bt　　ボイラー　　舵　　丸ボイラー　　nt　　水管ボイラー　　罐　　特殊ボイラー　　眈　　特殊撚料ボイラー
　醜　　高圧求イラー　　眈　　超臨界圧ボイラー　　nt　　超高圧ボイラー　　1細　　水管式炉壁　　bt　　ボイラー用補助機器　　撫　　水管ボイラー　　bt　　ボイラー　　醜　　自然循環ボイラー　　醜　　強制循環ボイラー　　纏　　貫流循環ボイラー
　　舗　　水力機関　　bt　　原動機　　i劔　　　すす除去器，　　U予　　スートブロワ　　　しげ　　すす吹装置　・　bt　　潔イラー用補助機器
　　舗　　すす吹装置　　U鐙　すす除去器
　　しb　　タ
　　しb　　た
　　翁w　　　超臨界1圧ボイ1ラー　　　　u雪縫　　質1流循環求イ　ラー
　　識韓　　特殊オミイラー　　 ヒ）セ　　ボイラー　　 nt　　水銀ボイラー　　i・沈　　ダウサムボイラー　　nt　　回転ボイラー　　nt　　電気ボイラー
nt　　廃熱潔イラー　　nt　　加圧潔イラー．　　鍛W　　特殊燃料ボイラー　　bt　　ぶイラー．　舵　　バガスボイラー　　nt’　黒液燃焼ボイラー　　nt　　バークボイラー　　耽　　混燃求イ
ラー
　　しb　　ナ
　　しb　、な
　　翁W　　内燃機関　　bt　　熱機関
　　kW　　波形炉筒　　bt　　ボイラー構成要素　　1劔　　熱アキュムレーター　　眈　　解イラー用補助機器　　御　　熱機関　　bt　　療動機　　nt　　内燃機関　　r枕　　外燃機関　　nt　　原子動力機関　　nt　　冷凍用機器　　舵　　バーナー
　　即　　熱水ぷイラー　　し臨曝　セントラルヒーティング用求イラー
図3　　5　　晶名辞書
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り、　保守作業の操作性の向上が計れた。　統箭語には接頭
記号kw（keyword）を使用し、　導入語には接頭記号a
W（assistwor纏）を使用した。
索引語と等価関係にある優先語および非優先語には、
それぞれuf（鵬ε　for〉およびuseの接頭記号を使
用し優先関係を示した．　索引語と階層関係にある上位語
および下位藷には、　それぞれbt（めroaderter孤〉およ
びnt（narrowerter盤）の接頭記号を使用した．　索引
語と関連関係にある関連語には、　rt（re1atedter搬〉
の接頭記号を使用した。
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3－2－3　検紫機構
検索機構には
（1〉文字種類による取扱晶名の分割機能
（2〉意味による取扱晶名の分割機能
（3〉接頭記号の判断機能
（4〉文字列比較機能
（5〉品名辞書の読み出し機能
（6）入力要求機能
六っの機能がある。
取扱品名の文字列の特徴を調べ、　索引語との適合を判
断するために、　文字種類による取扱品名の分割機能およ
び意味による取扱品名の分割機能を設けた。
〈1〉文字種類による取扱品名の分割機能は、　品名の文字
列の文字種類を先頭から順に調べ、　文字種類が変化した
文字の前までと残りの文字列を分割する機能である。　分
割の判断に使罵する文字種類は英数字、　カタカナ、　ひら
がなおよび漢字である。
（2〉意味による取扱晶名の分割機能は、　品名の文字列に
用、　式、　型および状の区切り文字が含まれていたら、　区
切り文字の前後で分割する機能である。
（1〉および（2〉の機能において、　分割の判断は計算機にお
けるキャラクターコードを用いて行った。
統覇語を検索するために、　接頭記号の判断機能、　文字
列比較機能および品名辞書の読み出し機能を設けた。
　【コ頁　昭
一一（3）接頭記号の判断機能は統簡語および導入語の索引語
の判断および優先語、　非優先語、　上位語、　下位語および
関連語の関係語の判断を行う機能である。
（4）文字列比較機能は取扱品名と索引語との適合性を調
べるために、　取扱晶名の全体または断片の文字列と索引
語の文掌列を比較し、　取扱晶名の全体または噺片の文字
列が索引語の文字列に含まれるかを調べるための機能で
ある、
（5〉晶名辞書の読み出し機能は、　品名辞書からの読み出
し回数を減らすために、　品名辞書から索引語および関係
語を一括して読み出す機能である。
（6）入力要求機能は取扱品名の入力、　取扱品名の確認お
よび統制品名の確認のために設けた。
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3－3　品目番号特定部
3－3－1　品目番号特定部の構成および機能
晶目番号特定部は、　知識ベースおよび推論機構で構成
される。　品目番号特定部の構成を図3－6に示す、
晶目番号特定部には晶目分類用特徴抽出機能、　分類条
件探索機能および分類条件適用判断機能がある。　品目分
類用特徴抽出機能は品物に合わせて品目分類に必要な特
徴を抽出する機能である。　分類条件探索機能は適用する
品且番号を探索する機能である。　分類条件判断機能は抽
出された特徴が分類条件と適合するか判断する機能であ
る。
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図3－6　品目番号特定部の構成
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3－3－2　知識ベース
知識は、　主として現役の通関士から貿易品目の分類に
関するノウハウをヒアリング調査により抽出し、　従とし
て貿易晶目の分類に関する文献等｛P～（斜から抽出した。
ヒアリング調査は丸善昭和運輸株式会社通関部大谷貞夫
氏にご協力を頂いて、　およそ10時間を5回に分けて行
った。
貿易晶目分類に関する知識は
（1〉晶目構成知識
（2）商品特徴知識
〈3〉分類規則適用知識
に分類整理できた。
（1〉品目構成知識は品目表の階層構造、　品名の表記の特
徴および品目の配列関する知識である。
〈2〉商晶特徴知識は品物の特徴、　品目分類に使用する特
徴および関連商品名に関する知識である。　商品特徴知識
に含まれる品物の名称、　機能、　用途、　材質、　形状などの
特徴から、　晶目の分類を行うために使用する特徴を抽出
し、　晶物の名称は主に類を探すために用い、　贔物の機能、
用途、　材料、　形状などの特徴は、　主に節以降を探すため
に用いる、
（3〉分類規則適用知識は品目の分類条件の解釈および品
目の分類条件の適用に関する知識である、　品目の分類条
件の解釈知識は品目番号の上2桁、　4桁、　6桁および9
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＿＿＿一一＿＿＿＿一一一桁の区切りごとに対応する分類条件を解釈するために用
いる。　品自の分類条件の適用知識は晶目番号の区切りま
でを特定するために分類条件を品物の特徴に適用するた
めに用いる。
商品の特徴に関する知識は技術の進歩などによって変
化するものであり、　固定的に扱うことが難しいと考えた
ので、　（1〉から（3）までの知識の中で、
①晶物から晶目分類に使用する特徴の摘出に関する知識
②晶目の分類条件の解釈に関する知識
③品目の分類条件の適用に関する知識
について詳細に知識の抽出を行った。
ヒアリング調査の方法は品物を想定し、　通関士がその
品物のどんな特徴を使用し、　どの品目に分類したかをヒ
アリングするケーススタディ的な方法で行った。　ヒアリ
ング調査の結果から①から⑧までの知識の構造が明らか
にできた。
品物から品目分類に使用する特徴の抽出に関する知識
は品物の名称が晶物の特徴を代表する特徴となっており、
晶物ごとの関係は品物が持っている概念の包括関係によ
る階層構造となっている．
品目の分類条件の解釈に関する知識および品目の分類
条件の適用に関する知識は、　品目番号の区切りの桁数が
増えるに従って、　品目番号を解釈および適用する条件が
付加されていく階層構造を持っている。
知識の表現形式は知識の構造に合わせたものが望まし
＿」L＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿一＿＿＿＿ユ＿＿＿＿，一
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凄いので、　階層構造の知識を表現するのに向いているフレ
一ム形式とした。　フレーム名、　スロット名、　スロット値
およびスロット値識別子で構成されるフレーム形式を採
用した。
商品特徴知識を表すフレームは、　フレーム名に統制品
名を用い、　スロット名に統鰯品名の特徴の種類を用いた。
商品一 徴知識を表すフレームを図3－7に示す。　例示し
たボイラーのフレームでは作動流体の特徴は作動流体の
データというフレームで表現し、　ボイラーの使用場所は
発電所、　工場などの特徴で表現している。　これらの特徴
の項目に対する特徴を定めることで品物の特徴を抽出す
ることができる。　品目番号は品目分類を8402または
0から行うことを表現している。 セン
トラルヒーティング用ボイラーのフレームは作動流体の
種類は水であ』るおよび作動流体の用途は暖房用であると
いう事実を義現している。
晶目分類適用知識を表すフレームは、　フレーム名に統
計品目番号を用い、　スロット名に適用条件名を用いた。
品目分類適用知識を表すフレームを図3－8に示す。　8
402＊のフレームは蒸気発生温度が100℃以上であ
れば8402の晶目番号を適用できることを表現し、晶
目番号が次に分類される品目番号の候補を表現している、
蒸気発生温度が100℃以上という条件は晶物の晶目分
類の解釈知識によって得たものである。
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3－3－3　推論機構
推論機構の機能はスロット値のデータ型判断機能、　付
加手続判断機能、　重複データの入力防止機能および作業
記憶管理機能で構成される．
推論機構は知識の表現形式および知識の利用方法に適
合したも1 が望ましいので、　推論機構にはフレーム形式
の知識を運用するための機能、　商品特徴知識および品目
分類適用知識を利用するための機能を設けた。　フレーム
形式の知識を運用するための機能として、　スロット値の
データ型判断機能、　重複データの入力防止機能および作
業記憶管理機能を設け、　商品特徴知識および晶目分類適
用知識を科用するための機能として、　付加手続判断機能
を設けた、
商品特徴知識に関するフレームでは品物の特・徴を抽出
するためにスロットを埋める操作が必要となり、　品臼分
類適用知識に関するフレームでは抽出した特』徴に分類条
件を適用するためにス』ロットどうしを比較する操作が必
要となった。　スロット値に対する識別子を用いて推論に
必要な付加手続を行った。
付加手続判断機能は図3－9で示す8個の識別子を判F
断し識別子に設定した付加手続を行うものである、
①framep識別子は商晶特徴知識に関する他のフ
レームの参照を行うための識別子である。
②cぬoice識別子はしスロット値の候補からユーザ
　　　　　　　頁60
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商晶分類知識
　　　　フレーム
晶目分類適用知識
　　　　　フレーム
①fr批搬ep
②Cねo孟ce
③co享1firm
④getdata⑤f＆ct
⑥bfra窒ne
⑥bfralne⑦chocmp
⑧da，tac搬P
図3－9　スロ・ソト値識別子
一一一一㎜一7r『一一
頁“
一 ＿上＿＿＿＿一＿　＿＿」＿＿＿＿一＿に問い合わせを行いスロットを埋めるための識別子であ
る。
③confirm識別子は取扱品名から統制品名に変
換する過程に検索された品名とスロット値の候補とを文
字列比較を行う識別子である．　文字列が一致しないとき
には、　choice識別子と同様の手続を行う．
④getdata識別子はユーザに数値入力の要求を
行うための識別子である．
⑤fact識別子は事実である商品の特徴を示すスロ
・ソト値をスロットに埋めるための識別子である。
⑥bframe識別子は晶目分類適用知識に関する他
のフレームの参照を行うための識別子である。
⑦chQC磁p識別子は統制品名から自動入力された
スロット値およびユーザから入力されたスロット値と晶
目分類適用知識に関するフレームのスロット値とを文字
列比較を行うための識別子である。
⑧datacmp識別子は統制品名から自動入力され
たスロット値およびユーザから入力されたスロット値と
品目分類適用知識に関するフレームのスロット値とを比
較演算を行うための識別子である。
①から⑥までの識別子は商品特徴知識に関するフレーム
に使用し、　⑥から⑦までの識別子は晶目分類適用知識に
関するフレームに使用した。
スロット値のデータ型判断機能は、　スロット値に対す
る識別子を用いてデータ型の判断を行った。　スロット値
頁6z
一＿上 一一＿＿＿のデー・タ型には、
（1〉フレームヘのポインタ
（2〉スロット値
（3）スロット値の候補
があり、　（1）のフレームヘのポインタは参照する弛のフ
レームを示すポインタデータであり、　①および⑥の識別
子で判駈し、　すべて文字列として扱っている。　（2〉のス
ロット値はスロット名に対．しての値であり、　④、　⑤、　⑦
および⑧の識別子で、　文字列か数値かを判断しスロ・ソト
値を扱っている。　（3〉のスロット値の候補はスロット名
に対しての値の候補であり、 ②および③の識別子で判断
し、　すべて文字列として扱っている。
作業記憶管理機能は、　知識ベース上のフレームヘ推論
に必要なデータの書き込みを行うとフレーム情報が壊れ
るので、　知識べ一スから読み込んだフレームの情報は作
業フ　ァ　イ　ルにコ　ピーさ　れ、　作業フ　ァ　イ　ル上で推論に必要
なデータの一時部憶を行う機能である。
重複データの入力防止機能は一度ユーザが入力した内
容を再度入力の要求をしない機能である．・この機能はス
ロット名およびスロット値を一時記憶するスロット専用
の作業ファイルを用いて、　ユーザから入力されたスロッ
ト値を保持しているスロット名を作業ファイルに記録し、
推論の過程において作業ファイルを参照することで、　ユ
一ザに重複するデータを入力要求することを防止した、
頁63
一 ＿一＿一 ＿＿⊥＿＿一＿＿一一3－4　作業記憶部およびユーザインタフェース
作業記憶部は統髄品名検索部における検索および品目
番号特定部における推論を実行する上で必要となる一時
記憶である。
統制品名検索部の作業記憶には索引語の関係語の一時
記憶および検索機構の作業過程の記憶がある。　索引語の
関係語の一時記憶は晶名辞書から読み出した索引語と関
係語を一時的に記憶する。　検索機構の作業過程の記憶は
取扱品名から統制品名へ変換するに検索された晶名を記
憶する。
品目番号特定部の作業記憶にはフレームデータの記憶
および推論に必要なデータの一時記憶がある。　フレーム
データの記憶は推論に使用する作業ファイルである。　作
業ファイルには三種類あり、　フレーム情報をそのままコ
ビーした作業ファイル、　フレーム名と作業ファイル名と
関係付けるための作業ファイルおよび重複データ入力防
止機能に用いるスロット名およびスロット値を記憶する
ための作業ファイルがある。
ユーザインタフェースは統制品名検索部および品目番
号特定部において入力要求が行われたときに入力内容の
確認を行い、　ユーザの要求があれば再入力を行う。　品目
番号特定部における推論を行う上で、　付加手続choi
ceまたはconfirmが起動されたときに、　ユーザ
インタフェースは選択子を表示し数字の選択による入力
一一一一一一 一一一 一r一一一一一一一「一一一一一一r一一
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一 ＿＿L＿＿一＿＿一＿」＿一＿＿＿＿一一要求をユーザに行い、　選択子にない数字が入力されると
再入力の要求を行う。
頁63
一＿一 ＿＿一一　 ＿＿ ＿3－5　貿易品目分類システムの動作
システムの動作を図3－10に示す。　システムは統制
品名検索部によって、　ユーザに取扱品名の入力を要求す
る。　ユーザが取扱品名を入力すると、　システムは取扱品
名の確認を行う。
システムは統制品名検索部によって、　取扱晶名と完全
一致する索引語の検索を行う。　システムは該当する索引、
語があれば統制品名の検索を行い、　該当する索引語がな
ければ、　取扱品名を分割して取扱鹸名の一部を含む索引
語の検索を行う。　システムは分割語を含む索引語があれ
ば統制品名の検索を行い、　再び分割語を含む索引語がな
ければ、　統割品名検索部によって、　ユーザに取扱品名の
再入力を要求し、　初期状態から処理を行う。　システムは
ユーザに統制語で表された晶名の表示および確認を行う。
システムは晶目番号検索部によって、　統制晶名と商品
特徴知識に関するフレームのフレーム名が一致するもの
の探索を行う。　システムは一致するフレームがあれば、
必要に応じて取扱品名の特徴データの入力要求を行い、
一致するフレームがなければ、　統制品名とフレーム名が
一致するまで、　品名辞書で統制品名の等価または上位の
関係語の検索を行う。　システムは商晶特徴知識を表すフ
レームのすべてのスロットが充足することによって、　複
数の品目番号（4桁以上）の候補を求める．　品目番号の
候補から晶目分類適用知識を表すフレームを探索し、　探
頁艇
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ユ　ー　ザ
取扱晶名の入力要求
取扱晶名の確認
統制品名の検索
統制晶名の表示
統制晶名の確認
商品特徴知識フレームの探索
取扱品名の特徴データ入力要求
商品特徴知識フレームの充足
品目番号フレームの探索
品目番号フレームの充足
品目番号候補の表示
ユ　ー　ザ
図3－10　システムの動作
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索したフレームの晶目番号が適用できる条件と充足した
商晶特徴知識のフレームのスロットと比較を行い、　節（
4桁〉以降の晶目番号の特定を行う。　ユーザに特定した
品目番号の表示を行う。
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び考察
4－1　システムテストの目的および方法
作成した品名辞書およびルールの妥当性の確認、　シス
テムの出力特性およびシステムの能力を検討するために、
システムテストを実施した。
品名辞書の妥当性の確認は文献、　JICSTシソーラ
ス、　を用いて、　晶名の語彙および品名間の概念関係の比
較検討を行った、
ルールの妥当性は、　文献熱機関工学（マ》および機械設
計便覧（8》を用いて、　機能、　用途、　性能などの特徴の項
目およびその特徴の比較検討を行った。
システムテストは図4－1に示すテスト条件を設定し、
システムの出力特性およびシステムの能力を検討するた
めに行った。
統制晶名検索部の取扱品名の適合判断機能は晶目番号
特定部へ入力される品名を左右する機能であり、　システ
ム全体の出力に与える影響が大きいので、　統制品名検索
部の出力特性および能力を検討するために図4－2に示
すテスト条件を設定し、　統制晶名検索部のモジュールテ
ストを行った。
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ケース玉およびケース2で入力する特徴の項目
ボイラーの使用場所
作動流体の用途
作動流体の種類
作動流体の状態
蒸気発生温度
蒸気発生量
工場
加熱用
水
気体
250℃
50TO簸／h
ケース1
　　入力する取扱品名
　　選択する統制品名
水管ボイラー
水管ボイラー
ケース2
　　入力する取扱品名
　　選択する統制品名
水管ボイラー
加熱水ボイラー
図4－1　システムテストの条件
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ケース3
　　入力する取扱晶名　　　水管ボイラ
ケース4
　　入力する取扱晶名　　　水管式ボイラー
ケース5
　　入力する取扱品名　水管6ボイテー
ケース3、　ケース4およびケース5において
　出力に期待する索引語　　水管ボイラー
　　図4－2　モジュールテストの条件
r一“一一一
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4－2　結果および考察
4－2－1　知識の構成および表現
（1）知識の構成
品物が含まれる類および節を探す作業には、　通関士の
持つ統計品目表の構成に関する知識が必要とされいたが、
本研究では統制晶名検索部の取扱品名の適合判漸機能、
統嗣語検索機能および関係語検索機能によって、　晶物が
含まれる類および節を探す作業と対応する処理を実現し
た。　この処理に必要な品目構成知識は品名辞書の構成に
取入れてあるので、　通関士の持つ統計品目表の構成に関
する知識と品目構成知識が対応するものとなった。
取り扱う晶物の特、徴を見極める作業には、　通関士の持
つ商晶に関する知識が必要とされていたが、　本研究では
晶目番号特定部の品目分類用特徴抽出機能よって、　取り
扱う品物の特徴を見極める作業と対応する処理を実現し
た。　この処理に必要な商品分類知識は知識べ一ス内の商
品分類知識に関するフレームに表現したので、　通関士の
持っ商晶に関する知識と商晶分類知識が対応するものと
なった。
品目表の分類条件を解釈し品物に適用する作業には、
通関士の持つ統計品目表の適用に関する知識が必要とさ
れていたが、　本研究では品目番号特定部の分類条件探索
機能および分類条件適用判断機能によって、　晶目表の分
頁た
類条件を解釈し晶物に適用する作業と対応する処理を実
現した。　この処理に必要な分類規則適用知識は知識ベー
ス内の分類規則適用知識に関するフレームに表現したの
で、　通関士の持つ統計晶目表の適用に関する知識と分類
規則適用知識と対応するものとなった。
貿易品目の分類に関する知識を、
①晶目構成知識
②商品分類知識
⑧分類規則適屠知識
に分類したことは、　①から③までの三つの知識がシステ
ム各ブロックの機能と対応し、　通関士の作業とも対応す
るので適切なものと考える。
（2）知識の表現
品名辞書は統制品名を探索するために作成したので、
一般の文献などを検索するために用いるシソーラスとは
使用目的が異なる。　本システムでは取扱品名から一階層
ごとに索引語に変換し、　統制品名に導いているので、　品
名の表記は上位語および下位語の階層を一階層にとどめ
た。
本研究のフレームの表現は英字を用いて表記したスロ
ット値識別子を除く、　フレーム名、　スロット名およびス
ロット値をすべて日本語で表記したことにより、　フレー
ムの情報は知識情報と推論の制御情報との区別が明瞭に
なった。　このことによりフレームの作成および編集を行
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う作業において、　フレームの情報を取り扱い易くできた、
品名辞書または知識ベースに知識の追加および削除な
どの保守操作を行う場合に、　品名辞書の統制品名と知識
ベースのフレーム名が対応する関係にあるので、　品名辞
書および知識ベースを一緒に操作する必要がある。　構築
したプロトタイプシステムのデータ量は品名辞書の索引
語が約50語、　知識ベースのフレーム数が約20フレー
ムであるので、　晶名辞書および知識ベースを個々に保守
操作を行っても、　簡単に目的とする知識を探すことがで
きた。　実用化に耐えう・る知識の蓄積を行った場合に、　デ
一タ量が膨大になると考えられるので、　晶名辞書の統制
品名と知識べ一スのフレーム名との対応関係が表示でき
るようなツールを検討する必要がある、
夏．、
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4－2－2　品名辞書およびルールの妥当性
（1）品名辞書の妥当性
作成した品名辞書と文献、　JICSTシソーラス、　と
比較検討した結果として、
①品名の概念関係において、　晶名辞書の索引語はJI
CSTシソーラスの索引語と比べて、　狭い概念の品名は
ほとんど無く、　同等な概念の晶名および広い概念の品名
が多くを占めていた。
②品名の語彙においては、　蒸気発生ボイラー、　過熱水
ボイラーなど、　JICSTシソーラスにない語彙が多か
った．
①の結果から、　統計品目表では大まかに分類するだけ
でよい品物は広い概念の品名を記載していると考えられ、
品名辞書はJICSTシソーラスより統計品目の分類の
目的に合わせた指向性が強いものと考えられる。　②の結
果から、　統計品目表に特有の晶名が多いと考えられる。
作成した品名辞書は統計品目表の検索に適した語彙およ
び晶名の概念関係を満たしているので、　本研究における
品名辞書は使用目的と一致する妥当なものと考える。
（2〉ルールの妥当性
作成した商品特徴知識に関するルールにおける晶名の
特徴と、　文献、　熱機関工学および磯械設計便覧、　におけ
る品物の特徴を比較検討した結果として、
夏一』巴
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①品物の機能、　形式および性能の特徴は、　文献におけ
る晶物の特徴と合致するものであった。
②品物の用途および使用場所の特徴は、　文献における
品物の特徴で十分な確認が行えなかった。
①の結果から、　ヒアリング調査の結果から分類整理し
た商品特徴知識は、　晶物を工学的な見地から見た特徴と
一致していると考えられる、　②の結果から、　ヒアリング
調査の結果から分類整理した商晶特徴知識は、　晶物を実
用上の見地から見た特徴が含まれていると考えられる。
作成した商晶特徴知識に関するルールは、　現実に輸出入
される品物を分類するために必要な特徴を含んでいるの
で、　商品の特徴を抽出する目的を満足する妥当なものと
考える。
頁計
4－2－3　システムの出力特性
（1）システムテストの結果
システムテストにおいて、　各ケースの取扱品名および
統制品名の違いによる比較検討を行い易くするために、
品名以外の特徴を一定とした。　一定とした特徴は水管ボ
イラーの一般的な性能および用途に関する特徴である。
ケース1の実行結果を図4－3に示す。　取扱品名およ
び統制品名に水管ボイラーを設定した通常のケースであ
る。　出力された統計品目番号はヒアリング調査あ結果と
一致するものであり、　品目表の分類規則に従ったもので
あった。
ケース2の実行結果を図4－4に示す。　取扱品名に水
管ボイラーを設定し、　統制品名に過熱水ボイラーを設定
したケースである。一水管ボイラーの形式または過熱水ボ
イラーの性能のどちらの特徴が晶目分類に反映されるか
をテストした。　結果としては統剣晶名の過熱水ボイラー
の特徴が反映された出力となった。　この結果は水管ボイ
ラーから統計品目番号を見ると不正解であり、　過熱水ボ
イラーから統計晶目番号見ると正解である。　ボイラーの
特徴を見ると水管ボイラーが適し、　過熱水ボイラーが適
さなくなる。　この矛盾は統制品名によって自動入力され
た特徴に取扱品名の特徴を入力したことよるものである。
取扱品名から統制品名へ変換する際に、　ユーザの持って
いる過熱水ボイラーに対する特徴が統制品名の選択に影
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　　　　　　4ビル　　　　　　15家庭
　　番号を入力してください。　　1
　　　確認してください．
　　　再入力しますか？　yes（y）or　no（n）を入力してくださrい　n
　　作動流体の用途に当てはまる番号を選択してください。
　　　　　　0作業機械の動力用
　　　　　　1推進動力用
　　　　　　2暖房用
　　　　　　3加熱用
　　　　　　4殺菌用
　　　　　　5調理用
　　番号を入力してください。　3
　　　確認してください。
　　　再入力しますか？　yes（y）or　no（n）を入力してください　n
　　　ボイラーの　蒸気発生温度（℃）は、　いくつですか？　250
　　　確認してください．
　　　再入力しますか？　yes（y）or龍o（勲）を入力してください　n
　　ボイラーの　蒸気発生量（t／h）は、　いくつですか？　50
　　　確認してください。
　　　再入力しますか？　yes（y）or　no（n）を入力してください　n
晶目番号候補　840211000
D：￥H　H＞
辞R英小
図4 3 システムテストのケースユの
実行結果のハードコピー
’一一一 丁一一
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　　番号を入力してください。　　O
　　　確認してください．
　　　再入力しますか？　yes（y）併盤o（n）を入力してください　n
　　作動流体の用途に当てはまる番号を選択してください。
　　　　　　0暖房用
　　　　　　i加熱用
　　番号を入力してください。　　1
　　　確認してください．
　　　再入力しますか？　yes（y）or　no（n）を入力してください　n
　　作動流体の種類に当てはまる番号を選択してください。
　　　　　　0水
　　　　　　1水銀
　　番号を入力してください。　0
　　　確認してください．
　　　再入力しますか？　yes（y）or蝕o（n）を入力してください　n
　　　ボイラーの　蒸気発生温度（℃）は、　いくつですか？　250
　　　確認してください．
　　　再入力しますか？　yes（y）or　no（n）を入力してください　獄
　　　ボイラーの　蒸気発生量（t／血）は、　いくつですか？　50
　　　確認してください。
　　　再入力しますか？　yes（y）o童no（n）を入力してください　n
品目番号候補　840220000
D：￥H　H〉
辞R英小
図4 4 システムテストのケース2の
実行結果のハードコピー
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頁か 『
一」＿一＿＿＿＿＿＿一響を与え、　システム内で自動的に決定された過熱水ボイ
ラーの特徴の一部とユーザの思い込んでいた特徴の内容
が異なったとき、に起こると考えられる。　この矛盾を解消
する方法は二つ考えられる。　統制品名検索部の取扱品名
の適合判断機能に加えて、　取扱晶名から統制品名への変’
換を確実なものにするために、　言語学を用いて単語の意
昧的な区切りおよび構造を考慮できる処理機能を用いる
第一の方法である。　推論過程においてユーザから入力さ
れたボイラーの特徴と知識ベース内の過熱水ボイラーの
特徴が矛盾していることが判断できるような処理機能を
用いる第二の方法である。
システムテストの結果は取扱晶名から統制品名へ概念
的に正しく変換された場合において、 ヒアリング調査一を
ほぼ満足するものであった。　参考1としてケース1および
ケース2のどちらにおいても実行時間は約15秒であり、
ユーザの入力時聞をふくめた1サイクルの時問は約90
秒であった、
（2〉モジュールテストの結果
モジュールテスト’ おいて、　検索の目的とする品名辞
書の索引語は、　いずれのケースにおいても水管ボイラー
とした．
ケース3の実行結果を図4一．5に示す。　長音記号（一）
の有無によるマッチング操作の失敗はなかった。　長音記
号の有無によって意味が異なる場合においても、　完全に
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取扱晶名を入力してください。水管環イラ
取扱品名は水管東イラです．
再入力しますか？　yes（y）Qr　no（の　鼎
　水管ボイラーで調べますか？
　yes（y）or1｝o（n）　を入力してくださいy
作動流体の状態に当てはまる番号を選択してください。
　　　　o気体
　　　　1液体
番号を入力してください・　〈C
D：￥H　H〉
辞澱英小
図4－5 モジュールテストのケース3の
実行結果のハードコピー
一 一一一一r一一一一一r一一一一一　τ一
一　　　　　 町
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文字列が一致する索引語を優先的に検索することで、　目
的とする索引語が検索される。　参考としてケース3の検
索実行時間は約0．5秒であった。
ケース4の実行結果を図4－6に示す。　文字列比較機
能は取扱品名と完全に一致する索引語を検索し、　マッチ
ング操作に失敗したが、　システムに設定してある式、　状、
型などの区切り文字が取扱品名に含まれていたので、　取
扱品名の適合判断機能が取扱品名を区切り文字で分割し
て索引語を検索し、　マッチング操作に成功した。　参考と
してケース4の検索実行時間は約1。5秒であった。
ケース5の実行結果を図4－7に示す。　特殊記号に対
する処理は取扱品名の適合判断機能によって、　読み飛ば
すことを行っている。　この機能によりマッチング操作に
成功している。　参考としてケース5の検索実行’時間は約
2．5秒であった。
ケース3からケース5までの結果から、　取扱品名また
は取扱品名の一部分の文字列が統制品名に含まれる場合
には、　意昧的および概念的に等価；な統制品名に変換する
ことができると考えられ、　統制品名検索部の取扱品名の
適合判断機能は取扱品名を緯制品名に変換するという機
能の目的を十分に満足するものであった。
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取扱晶名を入力してください．水管式求イラー
取扱品名は水管式ボイラーです．
再入力しますか？　yes（y）or　no（a）　n
　水管ボイラーで調べますか？
　　yes（y）or　no（n）を入力してくださいy
作動流体の状態に当てはまる番号を選択してください。
　　　　0気体
　　　　1液体
番号を入力してください。　　＾C
P：￥H　H＞
辞R英小
図4 6 モジュールテストのケース4の
実行結果のハードコピー
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取扱品名を入力してください。水管・ボイラー
取扱晶名は水管・ボイラーです．
再入力しますか？　yes（y）or礁o（蓑）㌧“
　水管深イラーで調べますか？
　　yes（y）or　BO（n）を入力してくださいy
作動流体の状態に当てはまる番号を選択してください。
　　　　0気体
　　　　1液体
番号を入力してください。　　＾C
D：￥H　H＞
辞　R英小
図4 7 モジュールテストのケース5の
実行結果のハードコピー
一r一一一一一一
頁馳
、＿＿＿＿＿＿＿L一 ＿一一＿＿ ＿⊥＿＿＿＿＿＿」＿＿一4－2－4　通関手競全般のシステム化への拡張性
貿易品目分類システムの通関手続全般のシステム化へ
の拡張性を、　以下の（1〉から（3）の三つの拡張性を明らか
にする、
（1）品目番号特定部のフレーム名にはフレーム名に統計
晶目番号を用いたものがあるので、
①入力された品目番号から品目分類適用知識を表すフ
レームを探索する。
②充足する9桁の晶目番号のフレームから適用できる
品物の特徴を、　6桁の品目番号のフレームから適用でき
る品物の特徴を、　4桁の品目番号のフレームから適用で
きる品物の特徴を順に抽出する．
③抽出した特徴から商品特徴知識を表すフレームを探
索し充足するフレームの品名を推論一する。
①から③のように推論の制御を変更することにより、　品
目番号から品名を推論することができる。　本システムで
は品名から品目番号を推論することおよび晶目番号から
品名を推論することの両方が可能である。　品目番号を推
論することは通関士の業務を支援することに対応し、　品
名を推論することは税関士の業務を支援することに対応
する。
（2〉統計品目番号の上6桁部分は関税品目分類表の分類
番号と完全に一致するので、　関税晶目分類表の関税率欄
一一 一一一 一一一一一一
頁髄
一一のデータと6桁の統計晶目番号と対応させたレコード形
式でファイル化し、　このファイルを統計品目番号で検索
することにより、　輸入関税率を出力することが可能であ
る。　輸入通関業務において輸入関税率は、　通関手続に必
要となる費用の計算に必要なデータの一つであるので、
輸入通関業務のごく一部であるが省力化することが可能
となる。
（3〉統計品目番号に対応する統計品目表の参考欄には、
取り扱う品物が抵触する可能性のある規制法令が記述さ
れているので、　晶目分類適用知識を表すフレームに統計
品目表の参考欄のデータを付加することまたは統計晶目
表の参考欄のデータと統計品目番号と対応させたレコー
ド形式でファイル化し、　このファイルを統計品目番号で
検索することにより、　規制法令の参照案内を行うことが
可能である。　特に、　輸出貿易管理令第1条第1項ま．たは
輸出貿易管理令第1条第2項には適用される貨物を定め
た別表第1があり、　輸出貿易管理令第2条第1項には適
用さ、れる貨物などを定めた別表2があるので、　別表1お
よび別表2の中の項目番号まで参照案内をすることがで
きる。　これらの法令は戦略物資、　輸出調整物資などの貨
物を規創するものであり、　統計品目番号からこれらの法
令への参照案内を行うことで、　通関書類の作成がより確
実に行えるようになる。　さらに別表1および別表2．の解
釈および適用が計算機化できれば、　撮触判断まで行うこ
頁齢
＿＿一一＿＿一一，一一一一」一　　一一一↓とが可能となる。　経験の浅い通関士に対して有益な情報
を与えることができる。
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糸吉論
本研究によって得られた主な成果をまとめると、　以下
のようになる。
（1）通関手続に関する通関士の作業は貿易の内容に対す
る諸法令の．抵触判断を行う作業、　通関書類の選定作業お
よび通関書類作成作業に分類したことで、　通関手続全般
のシステム化への方向性を示した。
（2）統計品目番号の特定作業を分析し、　作業の分類を行
ったことから、　統計品目番号の特定作業の流れとシステ
ムの動作の流れが合致するものとなった。
〈3）統計晶目番号の特定に関する知識を商晶分類知識、
晶目構成知識および分類規則適用知識の三つに分類整理
し、　知識に適した推論機構を構築したことによって、　通
関士が統計晶目番号の特定を行ったときの統計品目番号
とほぼ同等の統計品目番号の出力が得られた。
（4〉取扱晶名を分割した断片語で検索を行うことで索引
語の適応範囲を広くすることができた、
（5）ユーザインタフェースに選択形式の入力機能および
推論機構に重複データ入力防止機能を付加することで、
ユーザの入力負担を軽減させた。
（6〉品名から品目番号を推論するこ、とおよび品目番号か
ら品名を推論することり両方が可能であり、　品目番号を
推論することは通関士の業務を支援することが可能とな
り、　品名を推論することは税関士の業務を支援すること
頁麗
一＿＿＿＿＿＿＿一　＿↓＿＿＿＿一よ＿一
が可能となった、
（7〉システムに品目番号に対応する関税率のデータを付
加することで、　取り扱う品物の関税率を出力することが
できるので、　輸入通関業務のごく一部であるが省力化で
きる可能性を示した。
（8〉システムに統計品目表の備考欄のデータを付加する
ことで、　取り扱う品物が抵触する可能性のある規制法令
の参照案内を行うことができるので、　経験の浅い通関士
に対して有益な情報を与えることができる可能性を示し
た。
　へq頁　も1
一＿＿＿＿L ＿L＿＿＿一L＿一＿＿＿
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有益な御助言をいただきました。　ここに深く感謝の意を
表します。
研究の遂行にあたり、　東京商船大学商船学部運送工学
科山下千春技官、　足立浩一技官に終始ご協力いただきま
した．　ここに深く感謝の意を表します。
ヒアリング調査においては、　丸善昭和運輸株式会社通
関部大谷貞夫氏および東京税関輸入部分類センター関税
監査官山辺亀久保氏より、　貴重なお話を聞かせていただ
きました．　ここに深く感謝の意を表します。
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